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Abstract 
We analyzed objective data from texture measurements of food for the dysphagia diet provided in 
a hospital at the Sasebo city, to examine and understand the current food style in this hospital. 
Dysphagia diets vary in food style (hardness, cohesiveness, and adhesiveness) even when the 
same kind of food is provided. We compared the classified UDFs with the levels of the standard 
dysphagia diets provided at hospitals. We found that some foods in Class 4 (i.e., “Do not need to 
chew”) provided in accordance with the standard regulations, actually belonged to Class 3 (i.e., “can 
crush with the tongue”) based on our texture measurements. Moreover, among the classes of food 
provided under the “dysphagia diet” standard at levels 1, 2, and 3 of the dysphagia diet pyramid, 
several foods belonged to level 4 of the “transition diet” standard. 
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【要旨】 
佐世保市内の病院で提供されている摂食・嚥下機能に対応した食事（嚥下調整食）について、テクス
チャー測定により数値化して客観的データに基づいた食品条件を把握することを目的に、テクスチャー
測定値からみた食事形態の現状を検討した。 
嚥下調整食は、同じ食種であっても硬さ、凝集性、付着性の範囲が広く、食事形態には差があった。
テクスチャー測定値からみた区分やレベルと提供の目安の区分やレベルを比較した結果、UDFの区分 3
の「舌でつぶせる」であった食事には、区分 4の「かまなくてよい」を目安に提供しているものもあっ
た。また、嚥下食ピラミッドのレベルが 4の「移行食」であった食事には、レベル 1・2・3の「嚥下食」
を目安に提供している食事もあった。 
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【目的】 
 摂食・嚥下障害は超高齢社会では避けて通れない機能障害であり、急性期から慢性期、在宅に至るま
であらゆる医療等の現場で直面する問題となっている。 
摂食・嚥下障害をもつ方にとって安全に食べられる食事として、噛まないでも丸飲みができる軟らか
いもの、粘膜に貼りつきにくい付着性が低いもの、まとまりがよく一塊として飲み込みやすい凝集性の
高いものが挙げられ、食品のテクスチャーの調整が嚥下障害を補完する可能性があるといわれている。
しかし、病院の給食現場における食事形態の調整は経験によるところが大きく、テクスチャーから客観
的に現状を把握することは重要である。 
そこで本研究では、佐世保市内の病院で提供されている摂食・嚥下機能に対応した食事（嚥下調整食）
について、テクスチャー測定により数値化して客観的データに基づいた食品条件を把握することを目的
に、テクスチャー測定値からみた食事形態の現状を検討した。 
 
【方法】 
試料は、平成 25年 12月 3日から平成 26年 1月 30日に佐世保市内の 9病院で昼食に提供された 20
品（平成 25年度試料）、及び平成 26年 12月 3日から平成 27年 2月 24日に佐世保市内の 11病院で昼
食に提供された 31品（平成 26年度試料）であった。試料について食種、材料名と使用量、添加水分量、
食事支援補助剤（とろみ調整食品及びゲル化剤）の種類と添加量をアンケート調査した。また、テクス
チャーの測定について、平成 25 年度試料は、えん下困難者用食品およびユニバーサルデザインフード
（UDF）の測定方法に準じ、レオメーターを用いて硬さ（N/m2）、凝集性、付着性（J/m3）を測定し、
平均値±標準偏差（n=5）を求めた。その後、規格（硬さ、凝集性、付着性の測定値）より、えん下困難
者用食品、UDF、学会分類 2013（食事）、スマイルケア食のそれぞれについて分類した（表 1）。平成
26年度試料は、嚥下食ピラミッドの測定方法でも測定して分類した（表 1）。なお、平成 26年度試料に
ついては、提供の目安をUDFの区分と嚥下食ピラミッドのレベルからアンケート調査した。 
 
【結果および考察】 
 食事支援補助剤の使用状況をみると、
ミキサー食では、食事支援補助剤が添
加されているものと添加されていない
ものがあり、学会分類 2013（食事）で
はコード 1j、2—1 及び 3 に該当した。
ミキサーにかけた後、食事支援補助剤
を添加していない流動性の高い食事や
ゲル化剤を添加してまとまりのある食
事等、食事形態には差があった。ペースト食とソフト食においては食事支援補助剤を使用しており、と
ろみ調整食品よりもゲル化剤を使っている病院が多かった。ペースト食とソフト食において、ゲル化剤
を添加している食事は、学会分類 2013（食事）のコード 1j のゼリー状であるものが多かったが、なか
にはコード 2もしくは 3のペースト状のものやかたさのあるゼリー状のものもあった。それに対し、と
ろみ調整食品を添加している食事は、コード 2—1と 3に該当するペースト状を呈していた。また、えん
下困難者用食品の許可基準で非該当であったものは、硬さの値が低かった。水分量の多い食事に対して
食事支援補助剤を添加していないものや添加する量が少なかったものであり、適度な粘度を有しておら
ず、嚥下が難しい食事形態と思われた。嚥下調整食のテクスチャー測定値から、学会分類 2013（食事）
における該当するコードをみた結果、ペースト食では 1j、2-1、2-2、3、ミキサー食、嚥下ソフト食、
ソフト食ではいずれも 1j、2-1、3、ミキサー食とろみ付およびブレンダー食では 2-1、3、ムース食では
1j、3、きざみ食では 2-2、3のものがあり、同じ食種であってもテクスチャーの範囲が広く、食事形態
には差があった。また、テクスチャー測定値からみた UDF の区分や嚥下食ピラミッドのレベルと病院
における提供の目安を比較した結果、UDF の区分 3 の「舌でつぶせる」であった食事には、区分 4 の
「かまなくてよい」を目安に提供しているものもあり、また、嚥下食ピラミッドのレベルが 4の「移行
食」であった食事には、レベル 1・2・3の「嚥下食」を目安に提供している食事もあった。安全に食事
をとることは、おいしく食事をすることと同じくらい大切である。管理栄養士は言語聴覚士や看護師、
医師などの他職種と連携することにより、また日々の食事場面で摂取時の様子を入念に観察することで、
提供している食事形態の適正化を図る重要な役割を有している。本研究受けて、現場の管理栄養士から、
当院ではミキサー食はとろみ剤を使用しておらず、嚥下食的に必要なのかと考えたという声や、嚥下食
として提供できると安心した、当院のミキサー食とろみ付がどのレベルなのかがわかった、また、ST
と情報共有しながら患者様の食事形態を考える際に活用したいといった意見を聞くことができた。 
嚥下食ピラミッド えん下困難者用食品 UDF
レベル 許可基準 区分 名称
レベル0
（開始食）
― j
嚥下訓練食品 0j
（均質なゼリー）
赤0
（ゼリー状）
レベル3の一部
（とろみ水）
― t
嚥下訓練食品 0t
（とろみ水）
―
レベル1・2
（嚥下食Ⅰ・Ⅱ）
Ⅱ
（均質なもの）
区分4
（かまなくてよい）
1 j
嚥下調整食 1j
（均質で離水に配慮したゼ
リー、プリン、ムース状）
赤1
（ムース状）
Ⅲ
（ 不均質なものも含む）
1
嚥下調整食 2-1
（均質なピューレ・ペースト・
ミキサー食など）
赤2
（ペースト状）
― 2
嚥下調整食 2-2
（不均質なものを含む）
黄2
（かまなくてよい）
レベル4
（移行食）
―
区分3
（舌でつぶせる）
嚥下調整食 3
（多量の離水がない）
黄3
（舌でつぶせる）
レベル4
（移行食）
―
区分2
（歯ぐきでつぶせる）
区分1の一部
（容易にかめる）
嚥下調整食 4
黄4
（歯ぐきでつぶせる）
― ―
区分1
（容易にかめる）
黄5
（容易にかめる）
農林水産省食料産業局食品製造課（2016）スマイルケア食の取組について,
http://www.maff.go.jp/j/shokusan/seizo/attach/pdf/kaigo-10.pdf(平成28年12月20日閲覧) を一部改変
レベル3
（嚥下食Ⅲ）
区分4
（かまなくてよい）
2
3
4
―
表1　摂食・嚥下機能に対応した食事のテクスチャーに関する各分類との関連
学会分類2013
スマイルケア食
コード
Ⅰ
（均質なもの）
0
